
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清清里里町町商商工工振振興興計計画画   

［［概概要要版版］］   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年２月 

北海道 清里町 

 



 

 



1 

 

 

 

清里町で暮らす消費者、商工業者がともに住みよいまちづくりをめざし、地域の産

業として商工業を次代に継承していくために、「清里町商工振興計画」を策定しまし

た。計画期間は2019年度から2023年度の5年間です。 

 

本計画は清里町の商工業をとりまく状況、住民や商工業者からの意見をふまえて課

題を検討し、清里町商工業がめざす姿を『地域を支え、住民を支え続ける清里町の

商工業』と位置づけ、「商店街の活性化」「産業の連携」「商工業者の支援」の３つの

視点から、取り組み内容を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○総人口は、2015年国勢調査

では4,221人。1960年（昭

和35年）の11,012人をピー

クに減少が続いています。 

○少子化、高齢化が進み、年少

人口とともに生産年齢人口も

減少傾向です。 

○卸売業、小売業の販売額、製造業の出

荷額は、ともに減少しています。 

○町内には市街地、札弦、緑の３つの地

域に商店街がありますが多くは市街地

に集中しています。その市街地でも、

空き店舗が目立ちます。 
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住民アンケート結果によると、住民の多くは将来

買物弱者になることを不安に感じています。一方、

商工業者アンケートでは、経営悪化を感じている商

工業者もおり、２割は近い将来廃業を考えていま

す。 

このままでは、店が減り、利用が減少し、更に店

が減り、買い物弱者が増えるという『負の循環』が

進み続けます。 

商店街に人の流れを生み出していくことで『負の

循環』を断ち切り、消費者、商工業者双方が住み続

けられるまちづくりをめざします。 

裏摩周や神の子池など、町内の景勝地には近年、

観光客が多く訪れていますが、商店街には立ち寄ら

ず通過していく傾向にあるため、観光客を意識した

商品、お土産、食事、宿泊など、観光消費額の増加

につなげていくことが必要です。 

オール清里で売っていこうという意識を持ち、商

品開発や販売、情報発信などを相互連携で行い、事

業や雇用の拡大につなげていきます。 

事業主が第三者に事業を譲る「第三者承継」につ

いて、移住者も含め町内で働きたい人が事業を継承

することで、商工業の振興につながると考えられま

す。 

既存の商工業者、新たな商工業者双方により良い

サポートを行うことで、今ある商工業の継承と、新

たな事業の創出をともに促進していきます。 
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商店街の活性化  

 

 

 

 

（１）地元での購入、サービス利用を促す 

ポイントカードシステムの更新を機に、地元を応援しようという気持ちが高まる

ように取り組んでいきます。また、町内の商店街が連携し、一緒に情報発信やサー

ビスの提供ができるようにします。 

1.新たなポイン

トカードシス

テムの導入 

●子どもや高齢者の見守り、健康づくり、リハビリテーションな
どにもつながる機能を付加します。 

●カードの普及とプリペイド機能、クレジット決済、キャッスレ
ス決済を推進します。 

 

2.情報、相談窓

口の一元化 

●Web サイトやＳＮＳ、紙媒体などを通じて、個々の商店の情報
をまとめ、一元化して発信する機会を増やします。 

●地元商品の購入や修理の依頼を相談できるワンストップ窓口を
つくるなど、消費者の困りごとに対応できるようにします。 

 

3.共同・合同の

企画 

●わくわく商品券など、購入額よりもお得に買い物ができる「プ
レミアム付商品券」を継続し経済効果が高まるよう努めます。 

●町内で販売されている商品をまとめて宅配するなど、商店相互
が連携することでより便利なサービスが提供できないか検討
し、実施をめざします。 

 

 

（２）コミットや空き店舗などを活用する 

市街地商店街の中心に位置する清里町コミュニティセンター「コミット」を、も

っと住民に利用してもらえる場所にします。また、空き店舗や空きスペースを利用

して人が集まる場を増やします。 

1.コミットの 

 活用 

●住民の協力も得ながら、喫茶スペースを設けるなど、誰もが気
軽に利用できる空間をつくります。 

●「さんぽでコミット」「にぎわいまつり」など、コミットやそ
の周辺で催し物を継続し、賑わいを定期的に生み出します。 

 

2.空き店舗、 

 空きスペース 

 などの活用 

●空き店舗に関する情報を収集し、空き家バンクのように「空き
店舗バンク」を開設し、ホームページ等に掲載します。空き店
舗をチャレンジショップとして利用できるようにし、新規事業
者の出店を支援します。 

●商店街にある空きスペースを、住民や観光客等がひと休みした
り、交流できる場として利用します。 
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（３）集客を促す 

賑わいのある商店街となるよう、イベントの開催などにより子どもや若い世代が

来るように促すとともに、商店街（にある店）を利用しやすいようにします。 

1.商店街を身近

に感じてもら

う企画の 

 実施 

●地元の産品が集まり、お得に買える市場や地場産品の販売を目
的としたイベントを商店街で定期的に開催します。また、お店
をめぐるスタンプラリーや共同イベントなど、複数の店を巡る
機会につながるイベントを実施します。 

●まちゼミなど商工業者と住民の距離が近くなるきっかけづくり
に努めます。 

●商工業者と消費者が一緒に商店街の活性化に取り組む機会をつ
くります。 

 

2.だれもが商店

街を利用した

くなるサービ

ス、環境づく

り 

●宅配、出前、買い物代行など、商店街まで来ることができなく
ても、買い物や利用ができるサービスを増やすように努めま
す。 

●自家用車を利用しない住民が商店街に来やすくなるように、バ
スやタクシーなどの利便性を高めるための検討を行います。 

●外国からの観光客、労働者、居住者などが利用しやすい商店街
となるよう、表記の多言語化や環境整備に努めます。 

 

3.商店街の活性

化を考える 

 機会づくり 

●よりよい商店街にしていくための意見を集めたり、定期的に協
議をする場や機会をつくります。 

●清里市街地、札弦、緑の各商工業者の相互連携、活性化につい
て、定期的に協議をする場や機会をつくります。 
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産業の連携  

 

 

 

 

（１）農林業、観光業と連携する 

清里町産の農林産物を利用した商品開発が商工業者と連携することで活発に行わ

れるよう支援します。 

1.農林業との 

 連携 

●町内の商店で清里町産の品揃えが増えることや、町内の飲食店
で清里町産の素材を使った料理メニュー、ご当地グルメが増え
るよう努めます。 

●地元の産業関係者のほか、高校生や町外者など「若者・よそ
者」の意見や視点もふまえて開発を進めます。 

●清里産の農林産物の良さが消費者に伝わるようなイメージづく
り、情報発信をオール清里で取り組みます。 

 

2.観光業との 

 連携 

●観光案内の看板とともに、商店街を案内する看板の整備に努め 

ます。 

●観光客を対象とした宿泊や飲食に対する割引などのほか、イン
バウンド対策を行い、観光客に町内の商店利用を促すととも
に、閑散期の観光振興策を図ります。 

●観光客が商店街に来やすいように、２次交通等の利便性の向上
に努めます。加えて、レンタサイクルの設置など更なる利便性
の向上につながる方策を検討します。 
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商工業者支援  

 

 

 

 

（１）支援を充実させる 

商工業者が困っていることを把握する相談機会の充実に努めます。また、町独自

の支援策について社会経済の変化をふまえながら充実や見直しに努めます。 

1.日常的な 

 連携、支援 

●商工業者の声を直接聞く機会、商工業者が個別に相談できる機会を
増やします。 

●個々の商工業者の求人情報などについて、一元化して情報発信する
とともに、清里町内で働きたいと思う人に町内の求人情報が十分に
伝わるように努めます。 

●支援策を検討する際には、商工会をはじめ、町、金融機関が連携
し、よりよい支援策を検討し実施できるようにします。 

 

２.課題を解決

する支援の 

 充実 

●運転資金額の増加や償還期限の延長など、中小企業に融資する制度 

について検討します。 

●起業による新規出店支援や、店舗改修支援の補助制度を継続すると
ともに、利用しやすいように補助内容の見直しを検討します。 

●第三者承継や創業の支援、設備資金支援制度の実施に向けて検討し
町内商工業の持続的発展に寄与するよう努めます。 

 

 

 

（２）働きやすいまちにする 

働く場の創出のほかに働く人が住む場所を確保しやすいように努めます。町内で

起業をめざす人などに地域資源の活用など資金面以外の支援もできるよう努めます。 

1.雇用の確保 

●町内事業所に勤務する人の居住場所に関するニーズを把握するとと 

もに、雇用者を確保しやすい居住環境の充実に努めます。 

 

2.町内にある 

 施設や資源の 

 活用 

●清里町にある地域資源を有効に活用することで、ビジネスチャンス
の創出を支援し、働く場、雇用の場の確保に努めます。 
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